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浅
川
町
出
身
者
、
縁
故
者
等
で
、
首
都
圏
に
居
住

し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
在
京
浅
川
会
」

の
定
期
総
会
が
、
11
月
29
日
㈯
に
東
京
都
千
代
田
区

の
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
会
員
67
名
の
ほ
か
、
浅
川
町
か
ら
須
藤
町

長
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
員
、
事
務
局
職
員
、
両
町

青
年
会
、
商
工
会
の
方
々
が
参
加
し
、
平
成
25
年
度

の
事
業
経
過
や
決
算
報
告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
議
事
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
は
、
毎
年
恒
例
の
「
ふ
る
さ
と
訪
問
バ
ス

旅
行
」
へ
の
有
志
の
参
加
の
ほ
か
、「
花
火
の
里
浅
川

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
の
協
賛
、「
浅
川
の
花
火
大

会
」
に
お
い
て
会
員
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
メ
ガ
ス

タ
ー
マ
イ
ン
の
打
ち
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
事
業
に
お
い
て
も
、
浅
川
町
行
事
へ
の
参
加

及
び
支
援
、「
ふ
る
さ
と
に
花
を
咲
か
そ
う
運
動
」
の

継
続
や「
浅
川
の
花
火
大
会
」へ
の
協
賛
な
ど
が
あ
げ

　

ら
れ
、議
事
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、歌
や
踊
り
な
ど

の
余
興
の
ほ
か
、商
工
会
に
よ
る
浅
川
町
特
産
品
の
展

示
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
笑

顔
の
輪
が
広
が
り
、ふ
る
さ
と
浅
川
町
へ
の
思
い
を
ひ

と
つ
に
出
来
た
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
京
浅
川
会
は
、
首
都
圏
に
居
住
し
て
い
る
方
々

が
、
ふ
る
さ
と
浅
川
町
の
情
報
交
換
や
出
身
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
63
年

よ
り
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

役
職
名

会

長

副
会
長
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事
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小
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子

小
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智
士

江
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守

田
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弘
一

飯
島 

勝
治

滑
川
千
代
子

宮
城 

肇

小
針 

光

坂
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和
子

小
宅 

五
夫

村
上 

明
子

出
身
地

本 

町

里
白
石

背
戸
谷
地
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町
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岸

本 

町
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町

背
戸
谷
地
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里

簑

輪

太
田
輪

里
白
石

簑

輪

第
27
回
「
在
京
浅
川
会
」総
会

第
27
回
「
在
京
浅
川
会
」総
会

①約100名が出席した
定期総会　②漢方資材
米をPRする小室勝弘生
産部会長と小針浩美副
部会長　③余興で披露
された会員によるフラ
ダンス　④締めに行わ
れた万歳三唱　⑤商工
会による浅川町特産品
の展示販売　⑥・⑦町
長との記念撮影

1

2

4

5



広報あさかわ　2015.1　4

　

浅
川
町
出
身
者
、
縁
故
者
等
で
、
首
都
圏
に
居
住

し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
在
京
浅
川
会
」

の
定
期
総
会
が
、
11
月
29
日
㈯
に
東
京
都
千
代
田
区

の
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
会
員
67
名
の
ほ
か
、
浅
川
町
か
ら
須
藤
町

長
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
員
、
事
務
局
職
員
、
両
町

青
年
会
、
商
工
会
の
方
々
が
参
加
し
、
平
成
25
年
度

の
事
業
経
過
や
決
算
報
告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
議
事
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
は
、
毎
年
恒
例
の
「
ふ
る
さ
と
訪
問
バ
ス

旅
行
」
へ
の
有
志
の
参
加
の
ほ
か
、「
花
火
の
里
浅
川

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
の
協
賛
、「
浅
川
の
花
火
大

会
」
に
お
い
て
会
員
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
メ
ガ
ス

タ
ー
マ
イ
ン
の
打
ち
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
事
業
に
お
い
て
も
、
浅
川
町
行
事
へ
の
参
加

及
び
支
援
、「
ふ
る
さ
と
に
花
を
咲
か
そ
う
運
動
」
の

継
続
や「
浅
川
の
花
火
大
会
」へ
の
協
賛
な
ど
が
あ
げ

　

ら
れ
、議
事
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、歌
や
踊
り
な
ど

の
余
興
の
ほ
か
、商
工
会
に
よ
る
浅
川
町
特
産
品
の
展

示
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
笑

顔
の
輪
が
広
が
り
、ふ
る
さ
と
浅
川
町
へ
の
思
い
を
ひ

と
つ
に
出
来
た
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
京
浅
川
会
は
、
首
都
圏
に
居
住
し
て
い
る
方
々

が
、
ふ
る
さ
と
浅
川
町
の
情
報
交
換
や
出
身
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
63
年

よ
り
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

役
職
名

会

長

副
会
長

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　
兼
会
計

会 

計

監 

事

　

〃　

氏 

名

山
野
邉　

純

小
林 

ク
ミ

佐
藤 

好
子

小
川 

智
士

江
田 

守

田
辺 

弘
一

飯
島 

勝
治

滑
川
千
代
子

宮
城 

肇

小
針 

光

坂
本 

和
子

小
宅 

五
夫

村
上 

明
子

出
身
地

本 

町

里
白
石

背
戸
谷
地

本 

町

根 

岸

本 

町

荒 

町

背
戸
谷
地

中 

里

簑

輪

太
田
輪

里
白
石

簑

輪

第
27
回
「
在
京
浅
川
会
」総
会

第
27
回
「
在
京
浅
川
会
」総
会

①約100名が出席した
定期総会　②漢方資材
米をPRする小室勝弘生
産部会長と小針浩美副
部会長　③余興で披露
された会員によるフラ
ダンス　④締めに行わ
れた万歳三唱　⑤商工
会による浅川町特産品
の展示販売　⑥・⑦町
長との記念撮影

1

2

4

5

総会・理事会・役員会
・25年12月1日（日）にスクワール
　麹町にて第26回「在京浅川会」定期
　総会・懇親会の開催。約100名出席
・その他理事会を2回、役員会を5回開
　催
文化活動
・1月11日（土）
　町イチ！村イチ！2014（全国町村
　会主催）有楽町フォーラムにて開催。
　浅川町出展の買い物応援
・4月19日～20日
　「ふるさと訪問バス旅行」として浅
　川町を訪れ、城山にて花見
・6月22日（日）
　花火の里浅川ロードレース大会協賛
・7月19日（土）
　明治座で浅川町民号観劇会。上野駅
　にて送迎
・8月16日（土）
　浅川の花火大会招待席にて観覧
その他の活動
・「広報あさかわ」偶数月に2カ月分
　送付（計12冊送付）
・「在京浅川会会報」第50号～55号
　の6回発行
・浅川の花火大会へ、85名による総額
　335,000円の協賛
・「ふるさとに花を咲かそう運動」と
　して、里白石の桜植樹グループへ桜
　苗木50本寄贈

平成25年度
「在京浅川会」事業経過
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町のわだい・できごと

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 

健
闘
!!

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

4.0

8.2

5.8

7.3

6.7

8.3

5.2

4.1

3.0

9.3

3.9

7.0

4.8

5.7

3.4

8.4

近藤　美優

市川　大雅

須藤　駿介

佐藤　克哉

関根　大地

須藤　宏皓

生田目直樹

富永　滉助

緑川　　楓

須藤　寛知

岡部友里菜

吉田　圭吾

會川　真宙

藤田　凌介

濱田　実佳

八木沼和夫（主将）

中学生

高校生

中学生

一般男子

中学生

ふるさと

中学生

中学生

中学生

ふるさと

中学生

高校生

中学生

中学生

中学生

一般男子

中・高校生又はシニア

中学生又はシニア

高校生又は中学生

中学生

中学生

中学生

中・高校生又はシニア

中学生又はシニア

女子

男子

男子

男子

男子

男子

男子

男子

女子

男子

女子

男子

男子

男子

女子

男子

浅川中3年

修明高1年

浅川中2年

浅川中2年

陸上自衛隊郡山

浅川中2年

浅川中1年

浅川中1年

日本精工（株）

浅川中1年

日大東北高1年

浅川中2年

浅川中2年

浅川中1年

日本精工（株）

区 走　者　名 競技者区分 区　分 勤務先・学校距離（㎞）

控え選手

監　督

コーチ

菊池　脩介

田代　　勇

佐川　　蓮

高野　　翔

塩沢　怜奈

江田　有希

岡田　長次

濱田　　猛 

日大東北高1年

浅川中3年

浅川中2年

浅川中2年

浅川中3年

浅川中2年

岡長工務店

佐藤　明男 

　

し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
白
河
市
総
合
運
動
公
園
）
陸
上
競
技
場

か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
95
・
１
㎞
、
16

区
間
を
走
る
「
第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
11
月
16
日

㈰
に
行
わ
れ
、
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
浅
川
町

選
手
団
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

浅
川
町
選
手
団
は
、
総
合
52
チ
ー
ム
中

40
位
、
町
の
部
で
は
29
チ
ー
ム
中
19
位
と

昨
年
の
成
績
を
上
回
る
事
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
一
人

一
人
が
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
走
り

抜
き
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
選
手
を
補
佐

し
た
控
え
選
手
、
選
手
団
を
支
え
た
役

員
・
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

以
下
、
出
場
選
手
等
（
敬
称
略
）

国際メディカル
テクノロジー専門学校

今年の反省と来年の抱負を語る八木沼主将
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の
く
ま
ー
ず
Ｂ
、
準
優
勝
の
く
ま
ー
ず
Ａ

が
統
合
し
た
「
く
ま
ー
ず
」
が
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

 

今
回
の
大
会
は
、
優
勝
し
た
く
ま
ー
ず

を
含
め
、
日
頃
か
ら
練
習
を
し
て
い
る

チ
ー
ム
も
数
多
く
あ
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
体
力
の
向
上
と
健

康
増
進
、
そ
し
て
参
加
チ
ー
ム
の
親
睦
を

図
り
な
が
ら
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽

し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
来
年
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
第
26
回
浅
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
12
月
７
日

㈰
に
町
民
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
日

頃
か
ら
町
内
で
活
動
し
て
い
る
仲
間
内
や

職
場
で
結
成
さ
れ
た
８
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
浅
川
町
職
員
組
合
の
小

針
禎
史
さ
ん
（
荒
町
）
が
選
手
宣
誓
を
し
、

準
備
運
動
の
あ
と
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

試
合
は
初
め
に
４
チ
ー
ム
ご
と
の
リ
ー
グ

戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
成
績
上
位
チ
ー

ム
に
よ
る
優
勝
決
定
戦
、
３
位
決
定
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
杯

　
　
　
　

「
く
ま
ー
ず
」
優
勝
!!

各試合ともレベルの高い攻防が繰り広げられました

◎成　績
　優　勝　くまーず
　準優勝　ＨＹＢＲＩＤ 8
　第３位　ＫＥＷ′Ｓ
◎個人賞
　最優秀選手賞（男）　佐川和美さん（くまーず）
　　　〃　　　（女）　鈴木瑞絵さん（くまーず）
　優秀選手賞　　　　塩田政彦さん（ＨＹＢＲＩＤ 8）
　敢　闘　賞　　　　川井一浩さん（ＫＥＷ′Ｓ）
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濱田　　猛 

日大東北高1年

浅川中3年

浅川中2年

浅川中2年

浅川中3年

浅川中2年

岡長工務店

佐藤　明男 

　

し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
白
河
市
総
合
運
動
公
園
）
陸
上
競
技
場

か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
95
・
１
㎞
、
16

区
間
を
走
る
「
第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
11
月
16
日

㈰
に
行
わ
れ
、
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
浅
川
町

選
手
団
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

浅
川
町
選
手
団
は
、
総
合
52
チ
ー
ム
中

40
位
、
町
の
部
で
は
29
チ
ー
ム
中
19
位
と

昨
年
の
成
績
を
上
回
る
事
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
一
人

一
人
が
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
走
り

抜
き
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
選
手
を
補
佐

し
た
控
え
選
手
、
選
手
団
を
支
え
た
役

員
・
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

以
下
、
出
場
選
手
等
（
敬
称
略
）

国際メディカル
テクノロジー専門学校

今年の反省と来年の抱負を語る八木沼主将
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の
く
ま
ー
ず
Ｂ
、
準
優
勝
の
く
ま
ー
ず
Ａ

が
統
合
し
た
「
く
ま
ー
ず
」
が
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

 

今
回
の
大
会
は
、
優
勝
し
た
く
ま
ー
ず

を
含
め
、
日
頃
か
ら
練
習
を
し
て
い
る

チ
ー
ム
も
数
多
く
あ
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
体
力
の
向
上
と
健

康
増
進
、
そ
し
て
参
加
チ
ー
ム
の
親
睦
を

図
り
な
が
ら
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽

し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
来
年
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
第
26
回
浅
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
12
月
７
日

㈰
に
町
民
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
日

頃
か
ら
町
内
で
活
動
し
て
い
る
仲
間
内
や

職
場
で
結
成
さ
れ
た
８
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
浅
川
町
職
員
組
合
の
小

針
禎
史
さ
ん
（
荒
町
）
が
選
手
宣
誓
を
し
、

準
備
運
動
の
あ
と
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

試
合
は
初
め
に
４
チ
ー
ム
ご
と
の
リ
ー
グ

戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
成
績
上
位
チ
ー

ム
に
よ
る
優
勝
決
定
戦
、
３
位
決
定
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
杯

　
　
　
　

「
く
ま
ー
ず
」
優
勝
!!

各試合ともレベルの高い攻防が繰り広げられました

◎成　績
　優　勝　くまーず
　準優勝　ＨＹＢＲＩＤ 8
　第３位　ＫＥＷ′Ｓ
◎個人賞
　最優秀選手賞（男）　佐川和美さん（くまーず）
　　　〃　　　（女）　鈴木瑞絵さん（くまーず）
　優秀選手賞　　　　塩田政彦さん（ＨＹＢＲＩＤ 8）
　敢　闘　賞　　　　川井一浩さん（ＫＥＷ′Ｓ）



広報あさかわ　2015.1　8

町のわだい・できごと

　

発
表
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
、
町
内

の
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
一
生
懸
命
練
習
し
た

成
果
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、
一
緒
に
記
念

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
「
サ
ン
タ
さ
ん

は
普
段
何
を
し
て
い
る
の
？
」
や
「
ト

ナ
カ
イ
は
ど
う
し
て
と
べ
る
の
？
」
と

子
供
た
ち
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
質
問
が

よ
せ
ら
れ
る
と
、
サ
ン
タ
さ
ん
も
汗
を

か
き
な
が
ら
も
真
剣
に
質
問
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

歌
と
踊
り
の
祭
典
「
第
26
回
浅
川
町

芸
能
祭
」
が
、
11
月
９
日
㈰
に
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
13
団
体
約
150
名
の
方
が
参
加

し
、
日
頃
か
ら
練
習
を
し
て
い
る
歌
や

踊
り
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
下
出
演
団
体
（
順
不
同
）

・
浅
川
ち
ど
り
琴
の
会

・
ゆ
ず
り
葉
会

・
浅
川
町
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会

・
わ
か
ば
琴
の
会

・
雄
山
会

・
三
味
線
ひ
ろ
美
会

・
あ
け
ぼ
の
歌
謡
教
室

・
う
す
い
歌
謡
教
室

・
東
流
聲
友
会

・
フ
ラ
・
フ
レ
ン
ズ

・
暁
乃
会

・
秋
桜
ダ
ン
ス
愛
好
会

・
や
よ
い
琴
の
会

浅
川
町
芸
能
祭
開
催
!!

災
害
に
備
え
炊
き
出
し
訓
練

幼
稚
園
、
保
育
所
で

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
発
表
会

暁乃会の踊り

浅川保育所のお遊戯

あけぼの歌謡教室の合唱 フラ・フレンズの踊り秋桜ダンス愛好会の
社交ダンス

山白石保育所ではサンタさんと記念撮影浅川幼稚園のお遊戯と劇「きんのおのぎんのおの」
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る
歌
や

踊
り
、
楽
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披
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さ
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演
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川
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り
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会
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け
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す
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会
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山白石保育所ではサンタさんと記念撮影浅川幼稚園のお遊戯と劇「きんのおのぎんのおの」
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長
年
に
わ
た
り
浅
川
町
の
歴
史
研
究

な
ど
に
力
を
注
い
で
き
た
川
音
正
平
さ

ん
（
里
白
石
）
が
、
そ
の
功
績
を
認
め

ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
地
域
文
化
功
労

者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
11
月
６
日
㈭
に
東
京
都
千

代
田
区
の
文
科
省
に
お
い
て
行
わ
れ
、

同
月
７
日
㈮
に
受
賞
の
報
告
の
た
め
来

庁
し
ま
し
た
。

　

川
音
さ
ん
は
、
平
成
３
年
４
月
１
日

か
ら
23
年
以
上
に
わ
た
り
浅
川
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
を
務
め
て
お
り
、

平
成
13
年
以
降
は
同
審
議
会
の
会
長
も

務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
農
業
委
員
会
は
同
日
、平
成

26
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
地
域
の
農
地
利
用

の
総
点
検
お
よ
び
遊
休
農
地
の
実
態
把

握
、
発
生
防
止
、
違
反
転
用
発
生
防
止

等
を
目
的
と
し
て
、
町
内
全
域
の
農
地

を
対
象
に
毎
年
一
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
米
の
概
算
金
の
大
幅
な
下

落
を
受
け
、
町
農
業
委
員
会
の
矢
吹
光

会
長
と
兼
子
俊
幸
会
長
職
務
代
理
は
、

11
月
13
日
㈭
に
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、

米
価
下
落
に
関
す
る
対
策
を
求
め
る
緊

急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
は
、
平
成
26
年
産
米
の

概
算
金
が
前
例
の
な
い
大
幅
な
下
落
に

よ
り
過
去
最
低
水
準
と
な
り
、
生
産
者

の
収
入
減
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
農
業
経
営

者
が
減
少
し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や

国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
景
観
形
成

な
ど
多
面
的
機
能
の
維
持
も
困
難
に
な

る
も
の
と
危
惧
さ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

要
請
で
は
農
業
者
が
営
農
意
欲
を
失

う
こ
と
な
く
持
続
的
に
稲
作
経
営
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
国
が
米
の
需
給
調
整

を
行
う
こ
と
に
よ
り
米
価
安
定
を
図
る

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
や
、
関
係
す
る

交
付
金
の
前
倒
し
及
び
米
価
変
動
に
対

応
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の
早

期
確
立
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
、

更
に
は
価
格
下
落
に
対
す
る
支
援
対
策

等
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
が

　

町
に
対
し
緊
急
要
請

長
年
の
功
績
を
讃
え
る

　

日
本
の
古
典
芸
能
や
文
化
を
学
ぶ
特

別
授
業
が
、
11
月
17
日
㈪
浅
川
小
学
校

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
の
は
５
年
生
の
児
童

で
、
授
業
で
は
民
謡
の
種
類
や
使
用
す

る
楽
器
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
浅

川
民
謡
会
（
代
表
・
栢
本
幸
雄
さ
ん
）

の
皆
さ
ん
に
民
謡
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
な
じ
み
の
深
い
民
謡

「
会
津
磐
梯
山
」
や
「
こ
き
り
こ
節
」

を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
三
味
線
や
尺
八
、

太
鼓
、
鉦
な
ど
演
奏
に
使
わ
れ
た
楽
器

に
触
れ
た
り
し
て
、
民
謡
の
文
化
や
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

浅
川
小
学
校
民
謡
教
室
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町
教
育
協
議
会
主
催
の
教
育
講
演
会

が
、
11
月
17
日
㈪
に
浅
川
中
学
校
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ

ン
タ
ー
の
田
澤
雄
作
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
「
今
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
ぶ
な

い
！
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
光
と
影
」
と
題

し
、
過
剰
な
メ
デ
ィ
ア
漬
け
に
よ
り
子

ど
も
の
言
葉
の
発
達
、
脳
の
成
熟
に
障

害
が
発
生
し
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て

育
つ
は
ず
の
自
尊
心
な
ど
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
浅
川
中
学
校
生
徒
や
各

学
校
の
先
生
、
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
、

現
代
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
に
早
め
の
帰
宅
を
促
す

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」
の
放
送
の
録

音
が
、
11
月
27
日
㈭
に
役
場
放
送
室
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
送
を
担
当
し
た
の
は
山
白
石

小
学
校
６
年
生
の
髙
野
は
る
な
さ
ん
で
、

緊
張
し
な
が
ら
も
元
気
な
声
で
録
音
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
放
送
は

12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
四
ヶ

月
間
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
こ
ま
れ
な

い
た
め
に
も
、
「
暗
く
な
る
前
に
帰

る
」
声
か
け
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
も
あ

わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

浅
川
中
学
校
教
育
講
演
会

　

石
川
方
部
赤
十
字
奉
仕
団
連
絡
協
議

会
の
研
修
会
が
、
11
月
21
日
㈮
に
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
石
川
郡
内
か
ら
約
30
名

が
参
加
し
、
と
ん
汁
作
り
や
最
小
限
の

材
料
で
で
き
る
包
装
食
袋
を
使
っ
た
炊

き
出
し
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
）
訓
練
、

「
災
害
へ
の
備
え
と
心
構
え
」
と
題
し

て
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
災
害
が
あ
っ
た
際
に
す
ぐ
動
け
る
よ

う
に
と
、
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
石
川
郡
内
町
村
を
会

場
と
し
て
、
春
と
秋
の
年
二
回
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
炊
き
出
し
訓
練

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」

　
　
　

早
め
の
帰
宅
を
!!

　

町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
生
田
目
新
蔵
会

長
）
主
催
の
教
育
懇
談
会
が
、
11
月
28

日
㈮
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
須
藤
町
長
、
内
田
教
育

長
を
は
じ
め
、
幼
稚
園
、
各
小
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
園
長
、
校
長
ら
約
20

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
出
席
し
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
ら
は
、
放
射
線
か
ら
子
ど
も
を

守
る
対
策
や
通
学
路
の
安
全
確
保
、
支

援
員
や
教
育
環
境
施
設
の
充
実
な
ど
の

共
通
要
望
の
ほ
か
、
課
外
学
習
の
交
付

金
事
業
の
継
続
、
幼
稚
園
・
各
学
校
が

個
別
に
抱
え
る
教
育
設
備
の
問
題
解
決

な
ど
を
町
に
求
め
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
各
小
中
学
校
が

　
　

施
設
整
備
等
を
要
望
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平
成
26
年
度
石
川
地
方
町
村
広
域
連

携
事
業
（
婚
活
事
業
）
の
第
２
回
イ
ベ

ン
ト
が
、
12
月
７
日
㈰
に
石
川
町
の
八

幡
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
20
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
男
性
71
名
、

女
性
37
名
が
参
加
し
、
参
加
者
は
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
の
食
事
や
、
み
ち
の
く
ボ

ン
ガ
ー
ズ
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
来
年
度
も
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

浅
川
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
11
月

23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
11

月
21
日
㈮
に
浅
川
駐
在
所
の
根
本
直
樹

班
長
と
三
浦
将
悦
巡
査
に
「
い
つ
も

守
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
日
頃
の

感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
、
花
束
と
手

作
り
の
ペ
ン
立
て

を
贈
り
ま
し
た
。

　

石
川
地
区
出
身
警
察
官
理
事
の
圓
谷

勝
好
さ
ん
（
山
白
石
６
区
）
が
、
12
月

15
日
㈪
に
浅
川
駐
在
所
を
訪
れ
、
手
作

り
の
門
松
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
門
松
は
、

町
内
か
ら
事
件
事

故
の
発
生
が
な
い

よ
う
気
持
ち
を
込

め
、
毎
年
こ
の
時

期
に
寄
贈
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

12
月
10
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で
実
施

さ
れ
る
「
年
末
年
始
の
事
件
事
故
防
止

運
動
」
に
伴
う
街
頭
活
動
が
、
今
年
度

も
両
町
区
と
合
同
で
12
月
５
日
㈮
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
町
内
の
交
通
・
防
犯
関
係

団
体
や
行
政
区
長
、
両
町
区
の
役
員
、

石
川
警
察
署
員
、
町
職
員
な
ど
約
60
名

が
参
加
し
、
JR
磐
城
浅
川
駅
前
か
ら
の

ぼ
り
旗
な
ど
を
持
ち
町
内
を
歩
き
、
街

頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
年
末
年
始
特
有
の
事

件
や
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
事
件
事
故
防
止

　
　
　
　
　

街
頭
活
動
実
施

第
２
回「
石
川
コ
ン
」開
催

浅
川
サ
ッ
カ
ー
激
励
金
交
付

駐
在
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う

　

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
」
の
皆
さ
ん
が
、
友

愛
訪
問
と
し
て
11
月
14
日
㈮
に
浅
川
幼

稚
園
と
浅
川
町
保
育
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
入
居
者

４
名
と
施
設
職
員

の
方
が
各
施
設
を

訪
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
手
作
り
の
雑

巾
を
贈
り
ま
し
た
。

　

少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
「
浅
川

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
、
11

月
22
日
㈯
よ
り
行
わ
れ
た
全
日
本
少
年

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
福
島
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
、
11
月
17
日
㈪
に
出

場
報
告
の
た
め
役

場
町
長
室
を
訪
れ
、

須
藤
町
長
と
内
田

教
育
長
よ
り
、
激

励
の
言
葉
と
激
励

金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 子

ど
も
た
ち
と
の

　
　
　

ふ
れ
あ
い
訪
問

浅
川
駐
在
所
へ

　

今
年
も
門
松
を
寄
贈
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10月24日 3歳児健康診査でむし歯なしのお友達10月24日 3歳児健康診査でむし歯なしのお友達

３～４か月児健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 ２歳児歯科健診 幼児の歯科健康診査

３歳児健診

２月１２日（木）

１月２３日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２６年９月～１０月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２３年９月～１０月生

２月３日（火）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１月２３日（金） ２月６日（金）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター

平成２６年１０月生

午後１：３０～１：４５
保健センター

平成２４年６月～７月生

午後１：３０～１：４５
保健センター

平成２１年１月～３月生
平成２２年１月～３月生

【つどいの広場・育児相談】
日　程：平成２７年１月６日（火）・２月３日（火）・２月１７日（火）
時　間：午前９時３０分～１１時３０分
場　所：保健センター

【にこにこ広場】（浅川保育所との育児支援連携事業）
日　程：平成２７年１月２３日（金）
時　間：午前１０時～午前１１時　　　場　所：浅川保育所
☆ 申し込みの必要はありません。
☆ 保育所のお友達といっしょに遊びましょう。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２５年５月～７月生

２月２０日（金）

出席シールがダブルポ
イント（２枚）になり
ます。５ポイントで、
歯ブラシをプレゼント
しますので、ぜひご参
加ください！

すずき
みゆ ちゃん

ふじた
なつみ ちゃん

つのだ
ひとし くん

つむらや
ゆづき くんねもと

ぎんじ くん
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３歳児健診

「平成２７年度健康カレンダー」に
　掲載する写真を募集します
募 集 期 間：平成２７年１月５日（月）～１月２３日（金）（土日、祝日を除きます）
時 　 　 間：午前８時３０分～午後５時１５分
募 集 内 容：・カレンダーは町内の各家庭に配布されます。
　　　　　　　・先着４０人の方（お１人につき、１点とします）に限ります。未成年の方が応募される
　　　　　　　　場合は、保護者の方の同意が必要です。
　　　　　　　・ご家族、同僚、友人、サークルの仲間など２人以上で写っている写真、かつ浅川町に住
　　　　　　　　所を有する方が少なくても1名以上写っている写真とします。
　　　　　　　・写真に写っている方の年齢は問いません。
　　　　　　　・写真に写っている方は、写真の掲載に同意されているとみなします。未成年の場合、保
　　　　　　　　護者の方が同意されているとみなします。
提出するもの：Ｌ判の写真（プリントしたものを持参してください。データの場合はご相談ください。）
提 出 場 所：浅川町保健センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなさまのご応募をお待ちしております。

　先にお知らせしておりますこのことについて、予防接種法が改正され、今年１０月１日より、水痘ワク
チン（水ぼうそう）接種と高齢者肺炎球菌が定期予防接種となりました。対象の方については、すでに個
別通知をしておりますが、水痘（３～４歳未満児）と高齢者肺炎球菌の今年度対象年齢の方は、接種期間
が平成27年3月31日までとなっております。期間を過ぎると自己負担となりますのでご注意ください。

○接種開始時期：平成２６年１０月１日～平成２７年３月３１日
○接 種 機 関：各医療機関（個別接種ですので接種前に、必ず予約をしましょう。）
○不明な点のお問い合わせ先　保健センター　電話３６－４７２２）

～「福島県総合医療システム」で、休日当番医等の検索ができます～
パソコンや携帯電話で、「福島県総合医療システム」と入力すれば、休日の当番医や救急対応できる病院を
検索できます。休日当番医等は、「仕事が休みだから」「学校が休みだから」等の理由で利用するものでは
ありません。夜間や休日に体調の変化や悪化があったときに、受診するようにしてください。

水痘・高齢者肺炎球菌予防接種について

【１～２歳児】
　１回も接種していない場合：２回
　１回接種済みの場合：１回
【３～４歳児】
　１回
※水ぼうそうにかかった場合や、すでに任
　意で接種した場合は対象となりません。

予診票・母子健康手帳

無　　料

○平成２６年度内に下記年齢に達する方で、
　過去に１度も接種していない方

６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・
８５歳・９０歳・９５歳・１００歳・
１０１歳以上

予診票・予防接種手帳・接種料金・保険証等

２,４００円

１回（基本的に一生の間に１回のみ）

○１～２歳児
（生後12か月～生後36か月に至るまでの乳幼児）
○３～４歳児
（生後36か月～生後60か月に至るまでの乳幼児）
※来年度以降は、１～２歳のみが対象とな
　ります。

ワクチン 水痘ワクチン 高齢者肺炎球菌

対 象 者

接種回数

持 参 物

料　　金
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　　　　　　　・先着４０人の方（お１人につき、１点とします）に限ります。未成年の方が応募される
　　　　　　　　場合は、保護者の方の同意が必要です。
　　　　　　　・ご家族、同僚、友人、サークルの仲間など２人以上で写っている写真、かつ浅川町に住
　　　　　　　　所を有する方が少なくても1名以上写っている写真とします。
　　　　　　　・写真に写っている方の年齢は問いません。
　　　　　　　・写真に写っている方は、写真の掲載に同意されているとみなします。未成年の場合、保
　　　　　　　　護者の方が同意されているとみなします。
提出するもの：Ｌ判の写真（プリントしたものを持参してください。データの場合はご相談ください。）
提 出 場 所：浅川町保健センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなさまのご応募をお待ちしております。

　先にお知らせしておりますこのことについて、予防接種法が改正され、今年１０月１日より、水痘ワク
チン（水ぼうそう）接種と高齢者肺炎球菌が定期予防接種となりました。対象の方については、すでに個
別通知をしておりますが、水痘（３～４歳未満児）と高齢者肺炎球菌の今年度対象年齢の方は、接種期間
が平成27年3月31日までとなっております。期間を過ぎると自己負担となりますのでご注意ください。

○接種開始時期：平成２６年１０月１日～平成２７年３月３１日
○接 種 機 関：各医療機関（個別接種ですので接種前に、必ず予約をしましょう。）
○不明な点のお問い合わせ先　保健センター　電話３６－４７２２）

～「福島県総合医療システム」で、休日当番医等の検索ができます～
パソコンや携帯電話で、「福島県総合医療システム」と入力すれば、休日の当番医や救急対応できる病院を
検索できます。休日当番医等は、「仕事が休みだから」「学校が休みだから」等の理由で利用するものでは
ありません。夜間や休日に体調の変化や悪化があったときに、受診するようにしてください。

水痘・高齢者肺炎球菌予防接種について

【１～２歳児】
　１回も接種していない場合：２回
　１回接種済みの場合：１回
【３～４歳児】
　１回
※水ぼうそうにかかった場合や、すでに任
　意で接種した場合は対象となりません。

予診票・母子健康手帳

無　　料

○平成２６年度内に下記年齢に達する方で、
　過去に１度も接種していない方

６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・
８５歳・９０歳・９５歳・１００歳・
１０１歳以上

予診票・予防接種手帳・接種料金・保険証等

２,４００円

１回（基本的に一生の間に１回のみ）

○１～２歳児
（生後12か月～生後36か月に至るまでの乳幼児）
○３～４歳児
（生後36か月～生後60か月に至るまでの乳幼児）
※来年度以降は、１～２歳のみが対象とな
　ります。

ワクチン 水痘ワクチン 高齢者肺炎球菌

対 象 者

接種回数

持 参 物

料　　金
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保健福祉課からのお知らせ

　平成２７年１月以降、出産費用の動向等を勘案して、現
在支給されている出産育児一時金が変更されます。
　出産育児一時金は390,000円から404,000円に引き上
げられ、産科医療補償制度の掛金が一分娩（胎児）あたり
30,000円から16,000円に引き下げられます。そのため、
産科医療補償制度に加入している場合の総支給額は、現在
と変更なく420,000円の支給となります。

出産育児一時金が改正されます

　これまでは公的年金を受給する方は、児童扶養手当を受給することができませんでしたが、平成２６年１２月
以降、年金額が児童扶養手当額より低い方に限り、その差額分を児童扶養手当として受給できるようになりました。
　手当は申請日の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児童扶
養手当を受給できなかった方のうち、平成２６年１２月１日に支給要件を満たしている方が平成２７年３月まで
に申請した場合は、平成２６年１２月分の手当てから受給することができます。
　今回の改正により児童扶養手当を受給するためには申請が必要となりますので、詳しくは保健福祉課までお問
い合わせください。
○新たに手当てを受けられる方
・お子さんを養育していて、低額の老齢年金を受給している祖父母等の方
・父子家庭や母子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している父、又は母 など

　ジェネリック医薬品の利用については、医師、薬剤師にご相談ください。
　新薬をジェネリック医薬品に変更しても、薬代の差額が少ない場合や、薬代のほかに技術料や管理料が加わる
ことなどによって、実際の窓口での自己負担額はあまり変わらないこともあります。
　ジェネリック医薬品が存在しない場合や、処方箋の変更不可欄に「 」や「×」の記載と医師の署名がある場合
は、ジェネリック医薬品に変更できないこともあります。
　ジェネリック医薬品を希望される方は、シールを保険証やお薬手帳に貼ってご利用ください。シールは役場保
健福祉課で配布しています。

児童扶養手当の一部が改正されます

保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

　ジェネリック医薬品とは
○成分・効き目が同じ薬です
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作られた薬（先発医薬品：新薬）の特許が切れてから作
られた薬です。厚生労働省により新薬と効き目や安全性などが同等と認められたものが生産されていますの
で安心です。
○新薬より改良が進んでいる場合もあります
　ジェネリック医薬品によっては、新薬とまったく同じではなく、飲みやすさや副作用を抑える工夫などの
改良が進んでいる場合もあります。
○開発コストが少ない分、安い薬です
　研究開発の手間や費用が少ないため、その価格は新薬の2～7割程度で済む場合があります。

【問い合わせ】保健福祉課　☎36-4123

ジェネリック医薬品を活用しましょうジェネリック医薬品を活用しましょう

出産育児一時金 総支給額
産科医療補償
掛金加算

390,000円 420,000円30,000円

出産育児一時金 総支給額
産科医療補償
掛金加算

404,000円 420,000円16,000円
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○チャリティ募金
　浅川町ゴルフクラブ
　　　　　　　協議会 様
　　　　　　  57,000円

　農業委員会委員選挙人名簿登録申請書を提出し
ないと、農業委員会委員の選挙に立候補及び投票
ができません。
　申請書は、農事組合に加入している方には農事
組合長経由で配布され、農事組合に加入していな
い方には直接郵送されますので、平成２７年１月
１日現在の状況を記入し、平成２７年１月９日
（金）までに農業委員会事務局まで提出してくだ
さい。(農事組合に加入している方は、農事組合長
に１月５日（月）までに提出してください。)
　選挙権は以下の条件をすべて満たす方にあります。
①浅川町内に住所を有する者
②平成２７年３月３１日で、年齢が満２０歳以上
　の者
③１０アール以上の農地につき耕作の業務を営む
　者か、その者と同居する親族又は配偶者で、年
　間６０日以上農業に従事する者
　以上の条件を全て満たす見込みの方で申請書が
届かない方は、農業委員会事務局までご連絡くだ
さい。
　【問い合わせ】農業委員会事務局　☎36-2323

　平成２７年度小学校入学予定者については、町
教育委員会より1月中に入学する小学校を指定する
通知を保護者に送付します。(学校教育法施行令第
５条)
　ただし、保護者の意向や子供の状況に合致しな
い場合、教育委員会が相当と認めるときには、下
記の保護者の申し立て事由により、町内の他の学
校に変更することができます。(同令第８条)
①保護者が共働きで家庭が日中留守になる場合
②転居に関連する場合
③通学距離を短縮できる場合
④その他、教育委員会がやむを得ないと認める事
　由の場合
　学校の変更を希望される方はご連絡ください。
　【問い合わせ】教育委員会事務局　☎36-2297

ご寄付ありがとうございます
(社会福祉協議会受付分)

水郡線活性化にご協力を!!
～奥久慈清流ライン～

凍結・除雪についてのお知らせ

農業委員会名簿について

就学指定校の変更制度について

水道の凍結にご注意を!!
　気温がマイナスになると、水道管等が凍結して
しまい、水が出なくなる場合や破裂してしまうこ
とがあります。
　各家庭で凍結防止に努めてください。
１.防寒方法
　・水道管に布等を巻いて保温対策に努める
　・水道メーターボックスに保温材を詰める
　・凍結防止ヒーターにて加温する
　・蛇口を開けて、水抜き栓を閉める
２.凍結した場合は
　・自然に溶けるのを待つ
　・水道管や蛇口等にタオルなどを巻きつけ、ぬ
　　るま湯をゆっくりかける
　※水道管が破裂してしまった場合は、無理せず
　　指定業者に修理を依頼してください。
除雪作業のご理解とご協力を!!
　今年も降雪の時期を迎え、町では除雪の目安と
する15cm以上の積雪があった場合、町内の建設
業者の協力を得て除雪作業をおこないます。
　除雪作業は、協力業者の減少と重機の小型化等
により、今まで以上に時間がかかる場合がありま
すのでご了承ください。
　なお、重機による除雪作業に伴い、除雪した雪
が玄関先などに集まり、自動車などの出入りにご
不便をおかけいたしますが、皆さんが利用する道
路を優先して作業をするため個別の対応はできま
せん。ご理解とご協力をお願いします。
　【問い合わせ】 建設水道課（水道）☎36-1185
　　　　　　　　　　　　　 （建設）☎36-1184

　水郡線の利便性の改善と鉄道利用の向上を図る
ために、福島県内の水郡線沿線市町村等が協力し
て、様々な事業を展開し
ております。
　皆さんも、ゆっくり水
郡線の旅をしてみてはい
かがでしょうか。
　また、２０１４年版の
カレンダーができました。
数に限りがありますので、
必要な方はお早めにご連
絡ください。
【問い合わせ】
　総務課　☎36-4121
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＋

（
６
０
０
万
円×

法
定
相
続
人
の
数
）

※

亡
く
な
ら
れ
た
人
か
ら
相
続
等
に

よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ

の
課
税
価
格
の
合
計
額
が
、
相
続
税
の

基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、
財
産
を

取
得
し
た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個
別

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
等
に
よ
り
予
約
の
上
、
税
務
署

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署 

個
人
課
税
部
門

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

個
人
事
業
者
の
平
成
26
年
分

消
費
税
確
定
申
告
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
、
震
災

に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　

（
白
河
市
本
町
２
）

　

２
月
５
日
㈭

　

３
月
５
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

１
月
15
日
㈭

　

２
月
19
日
㈭

　

３
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
緊
急

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、
農
業

相 談

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

事
故
に
注
意

ご
存
知
で
す
か
？

　

「
す
ま
い
給
付
金
」

相
続
税
の
基
礎
控
除
額
が

　
　

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

その他

　浅川町商工会青年部では、
毎年恒例となりました元朝
詣り・除夜の花火を今年も
開催します。年明けと同時
に除夜の花火を打ち上げて
新年を祝いますので、ぜひ
元朝詣りにお越しいただき、
白山比咩神社で花火をご覧
ください。
○日時　12月31日午後11時～1月1日午前2時
　　　　※花火打上1月1日午前0時より
○場所　白山比咩神社
○内容　除夜の花火打ち上げ、お年玉抽選会、
　　　　ココア無料配布、縁起物・魔除花火販
　　　　売等
【問い合わせ】 浅川町商工会　☎36-2161

元朝詣り・除夜の花火
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○チャリティ募金
　浅川町ゴルフクラブ
　　　　　　　協議会 様
　　　　　　  57,000円

　農業委員会委員選挙人名簿登録申請書を提出し
ないと、農業委員会委員の選挙に立候補及び投票
ができません。
　申請書は、農事組合に加入している方には農事
組合長経由で配布され、農事組合に加入していな
い方には直接郵送されますので、平成２７年１月
１日現在の状況を記入し、平成２７年１月９日
（金）までに農業委員会事務局まで提出してくだ
さい。(農事組合に加入している方は、農事組合長
に１月５日（月）までに提出してください。)
　選挙権は以下の条件をすべて満たす方にあります。
①浅川町内に住所を有する者
②平成２７年３月３１日で、年齢が満２０歳以上
　の者
③１０アール以上の農地につき耕作の業務を営む
　者か、その者と同居する親族又は配偶者で、年
　間６０日以上農業に従事する者
　以上の条件を全て満たす見込みの方で申請書が
届かない方は、農業委員会事務局までご連絡くだ
さい。
　【問い合わせ】農業委員会事務局　☎36-2323

　平成２７年度小学校入学予定者については、町
教育委員会より1月中に入学する小学校を指定する
通知を保護者に送付します。(学校教育法施行令第
５条)
　ただし、保護者の意向や子供の状況に合致しな
い場合、教育委員会が相当と認めるときには、下
記の保護者の申し立て事由により、町内の他の学
校に変更することができます。(同令第８条)
①保護者が共働きで家庭が日中留守になる場合
②転居に関連する場合
③通学距離を短縮できる場合
④その他、教育委員会がやむを得ないと認める事
　由の場合
　学校の変更を希望される方はご連絡ください。
　【問い合わせ】教育委員会事務局　☎36-2297

ご寄付ありがとうございます
(社会福祉協議会受付分)

水郡線活性化にご協力を!!
～奥久慈清流ライン～

凍結・除雪についてのお知らせ

農業委員会名簿について

就学指定校の変更制度について

水道の凍結にご注意を!!
　気温がマイナスになると、水道管等が凍結して
しまい、水が出なくなる場合や破裂してしまうこ
とがあります。
　各家庭で凍結防止に努めてください。
１.防寒方法
　・水道管に布等を巻いて保温対策に努める
　・水道メーターボックスに保温材を詰める
　・凍結防止ヒーターにて加温する
　・蛇口を開けて、水抜き栓を閉める
２.凍結した場合は
　・自然に溶けるのを待つ
　・水道管や蛇口等にタオルなどを巻きつけ、ぬ
　　るま湯をゆっくりかける
　※水道管が破裂してしまった場合は、無理せず
　　指定業者に修理を依頼してください。
除雪作業のご理解とご協力を!!
　今年も降雪の時期を迎え、町では除雪の目安と
する15cm以上の積雪があった場合、町内の建設
業者の協力を得て除雪作業をおこないます。
　除雪作業は、協力業者の減少と重機の小型化等
により、今まで以上に時間がかかる場合がありま
すのでご了承ください。
　なお、重機による除雪作業に伴い、除雪した雪
が玄関先などに集まり、自動車などの出入りにご
不便をおかけいたしますが、皆さんが利用する道
路を優先して作業をするため個別の対応はできま
せん。ご理解とご協力をお願いします。
　【問い合わせ】 建設水道課（水道）☎36-1185
　　　　　　　　　　　　　 （建設）☎36-1184

　水郡線の利便性の改善と鉄道利用の向上を図る
ために、福島県内の水郡線沿線市町村等が協力し
て、様々な事業を展開し
ております。
　皆さんも、ゆっくり水
郡線の旅をしてみてはい
かがでしょうか。
　また、２０１４年版の
カレンダーができました。
数に限りがありますので、
必要な方はお早めにご連
絡ください。
【問い合わせ】
　総務課　☎36-4121
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な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
方
々
が
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

及
び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　

加
入
は
任
意
で
、
色
々
な
年
金
の
タ

イ
プ
か
ら
現
在
の
状
況
や
将
来
設
計
に

合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
ご
家
族
に
一

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
保
証
が
な
い

タ
イ
プ
の
年
金
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。）

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、受
け

取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
の
控
除
の
対

象
に
な
り
、納
税
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

☎
0
1
2
0-

6
5-

4
1
9
2

　

１
・
・
・
い
ち
早
く

　

１
・
・
・
い
そ
が
ず
慌
て
ず

　

０
・
・
・
れ
い
静
に

　

110
番
は
事
件
事
故
用
の
緊
急
電
話
で

す
。
相
談
や
落
し
物
、
免
許
な
ど
の
緊

急
で
は
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
石
川

警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

石
川
警
察
署
　

☎
2
6-

2
1
9
1

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除

雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
使
用
者
の
責

任
に
お
い
て
以
下
の
こ
と
を
注
意
し
、

正
し
く
、
安
全
に
作
業
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な
い
状

　

態
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

②
除
雪
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

　

に
人
が
居
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
人

　

を
絶
対
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
。
ま
た
、

　

不
意
に
人
が
近
づ
い
た
場
合
に
は
除

　

雪
機
を
直
ち
に
停
止
で
き
る
よ
う
な

　

状
態
で
除
雪
を
行
う
。

③
投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く

　

際
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

　

オ
ー
ガ
や
ブ
ロ
ア
の
回
転
が
停
止
し

　

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
雪
か
き
棒

　

を
使
用
し
て
雪
を
取
り
除
く
。

④
除
雪
機
を
使
用
す
る
際
、
特
に
後
進

　

時
は
足
元
や
周
囲
の
障
害
物
に
注
意

　

を
払
い
、
無
理
の
無
い
速
度
で
使
用

　

す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

一
般
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会/

除
雪
機
安
全
協
議
会

☎
0
3-

3
4
3
3-

0
4
1
5

　

消
費
税
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ
後
に

家
を
買
っ
た
人
、
こ
れ
か
ら
買
う
人
、

「
す
ま
い
給
付
金
」
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

「
す
ま
い
給
付
金
」
は
、
４
月
の

８
％
へ
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、

国
土
交
通
省
に
よ
り
、
住
宅
購
入
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
入
に
応
じ
て
、
最
大
30
万
円
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
消
費
税

８
％
時
）

　

受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申
請
の
や

り
方
な
ど
は
「
す
ま
い
給
付
金
」
事
務

局
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

す
ま
い
の
給
付
金
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0-

0
6
4-

1
8
6

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
相

続
税
法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税（
地

方
消
費
税
を
含
む
）の
税
率
は
８
％
で
す
。

　

平
成
26
年
分（
平
成
26
年
４
月
１
日
を

含
む
課
税
期
間
）の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、帳
簿
等
に
お
い
て
、課
税
取
引
を
適
用

税
率
ご
と
に
区
分
し
て
集
計
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※

課
税
取
引
に
対
す
る
適
用
税
率
は
、平

成
26
年
３
月
31
日
以
前
は
５
％
、４
月
１

日
以
後
は
８
％
で
す
が
、４
月
１
日
以
後

に
行
わ
れ
た
取
引
で
あ
っ
て
も
、経
過
措
置

に
よ
り
５
％
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、帳
簿
等
で
は
、非
課
税
取
引
等

に
つ
い
て
も
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

須
賀
川
税
務
署

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
の
相
続
又

は
遺
贈
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る

相
続
税
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除
の
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

３
０
０
０
万
円
＋

（
６
０
０
万
円×

法
定
相
続
人
の
数
）

※

亡
く
な
ら
れ
た
人
か
ら
相
続
等
に

よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ

の
課
税
価
格
の
合
計
額
が
、
相
続
税
の

基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、
財
産
を

取
得
し
た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個
別

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
等
に
よ
り
予
約
の
上
、
税
務
署

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署 

個
人
課
税
部
門

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

個
人
事
業
者
の
平
成
26
年
分

消
費
税
確
定
申
告
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
、
震
災

に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　

（
白
河
市
本
町
２
）

　

２
月
５
日
㈭

　

３
月
５
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

１
月
15
日
㈭

　

２
月
19
日
㈭

　

３
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
緊
急

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
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　浅川町商工会青年部では、
毎年恒例となりました元朝
詣り・除夜の花火を今年も
開催します。年明けと同時
に除夜の花火を打ち上げて
新年を祝いますので、ぜひ
元朝詣りにお越しいただき、
白山比咩神社で花火をご覧
ください。
○日時　12月31日午後11時～1月1日午前2時
　　　　※花火打上1月1日午前0時より
○場所　白山比咩神社
○内容　除夜の花火打ち上げ、お年玉抽選会、
　　　　ココア無料配布、縁起物・魔除花火販
　　　　売等
【問い合わせ】 浅川町商工会　☎36-2161

元朝詣り・除夜の花火
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

我妻　赫太郎

緑川　五十女

大河内　米一

鬼澤　タミヨ

生田目　忠一

92歳

91歳

84歳

82歳

90歳

福貴作

本町1区

太田輪

荒町

山白石３区

男

女

信博 誉子

隆宏 明美

滝輪１区

荒町

りょうた

ふうか

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

岡部　凌太

鈴木　楓花

お誕生おめでとう コミュニティ助成事業を活用しました

【問い合わせ】 総務課　36-4121

　㈶自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報
事業として、宝くじの受託事業収入を財源に、コ
ミュニティ活動に必要な備品や施設等の整備に対し
て助成を行っています。
　今年度は１団体がこの助成事業を活用し、本町下
組・畑田子供会では太鼓や半天、物置などお祭り用
品に係る備品整備をしました。
　宝くじは広く社会に役立てられています。活用し
たい団体は役場総務課までお問い合わせください。

　コロッケ屋を始めたねこたち。け
れど毎日食べる売れ残りのコロッケ
に食傷気味。「鳥の丸焼きが食べた
い」と夢見ていると、そこへ一羽の
あほうどりが現れて…。
　馬場のぼるの11ぴきのねこシリーズ。
　簡素な文章と親しみやすい絵、そ
して最後のオチ…
　親子で楽しめるシリーズ最高傑作
です。

11ぴきのねことあほうどり
著者：馬場のぼる

　風がなり、雪がまう、さむいふゆ。
ストーブがもえているあたたかいへや
で、おばあちゃんは、おまんじゅう作
り。おじいちゃんは、そり作り。とっ
くんトラックで運んでいるのは何か
な？雪がやんだらみんなでそり遊び。
　いわむらかずおの14ひきシリーズ。
親子で“ほっこり”やさしい気持ちに
なれる一冊です。

14ひきのさむいふゆ
著者：いわむらかずお

中
央
公
民
館

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

今月の新着本 図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前8時30分～午後5時
１月17日（土）は、午前10時～正午まで「本の読み聞かせ会」・
図書の貸出を行っています。
※貸出期間は2週間、一人5冊まで借りられます。
　詳しくは中央公民館まで ☎ 36-2134

○風の中のマリア （百田尚樹／講談社文庫）
○死ぬまでに行きたい！世界の絶景 日本編
　（詩歩／三才ブックス）
○思い出のマーニー
　（ジョーン・G・ロビンソン／徳間書店）
○ごはんですよ （なかしましほ／文藝春秋）
○みんなのおやつ ちいさなレシピ
　（なかしましほ／東京糸井重里事務所）

～ 返却していない本がありましたら、
　　次の方のために早く返却しましょう!! ～

『
読
み
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か
せ
』
は

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
想
像
力
を
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い
ま
す

　

子
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を
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ら
絵
を
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っ
て
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く
と
想
像

力
を
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ら
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せ
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す
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ま
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、
絵
本
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ら
い
ろ
い
ろ
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世
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を
学
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こ
と

で
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
想
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力
が
豊
か
に
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る
と
言
わ
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い
ま
す
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中
央
公
民
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に
は
、
た
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の
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が
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ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？



広報あさかわ　2015.1　18

◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

我妻　赫太郎

緑川　五十女

大河内　米一

鬼澤　タミヨ

生田目　忠一

92歳

91歳

84歳

82歳

90歳

福貴作

本町1区

太田輪

荒町

山白石３区

男

女

信博 誉子

隆宏 明美

滝輪１区

荒町

りょうた

ふうか

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

岡部　凌太

鈴木　楓花

お誕生おめでとう コミュニティ助成事業を活用しました

【問い合わせ】 総務課　36-4121

　㈶自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報
事業として、宝くじの受託事業収入を財源に、コ
ミュニティ活動に必要な備品や施設等の整備に対し
て助成を行っています。
　今年度は１団体がこの助成事業を活用し、本町下
組・畑田子供会では太鼓や半天、物置などお祭り用
品に係る備品整備をしました。
　宝くじは広く社会に役立てられています。活用し
たい団体は役場総務課までお問い合わせください。

　コロッケ屋を始めたねこたち。け
れど毎日食べる売れ残りのコロッケ
に食傷気味。「鳥の丸焼きが食べた
い」と夢見ていると、そこへ一羽の
あほうどりが現れて…。
　馬場のぼるの11ぴきのねこシリーズ。
　簡素な文章と親しみやすい絵、そ
して最後のオチ…
　親子で楽しめるシリーズ最高傑作
です。

11ぴきのねことあほうどり
著者：馬場のぼる

　風がなり、雪がまう、さむいふゆ。
ストーブがもえているあたたかいへや
で、おばあちゃんは、おまんじゅう作
り。おじいちゃんは、そり作り。とっ
くんトラックで運んでいるのは何か
な？雪がやんだらみんなでそり遊び。
　いわむらかずおの14ひきシリーズ。
親子で“ほっこり”やさしい気持ちに
なれる一冊です。

14ひきのさむいふゆ
著者：いわむらかずお

中
央
公
民
館

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

今月の新着本 図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前8時30分～午後5時
１月17日（土）は、午前10時～正午まで「本の読み聞かせ会」・
図書の貸出を行っています。
※貸出期間は2週間、一人5冊まで借りられます。
　詳しくは中央公民館まで ☎ 36-2134

○風の中のマリア （百田尚樹／講談社文庫）
○死ぬまでに行きたい！世界の絶景 日本編
　（詩歩／三才ブックス）
○思い出のマーニー
　（ジョーン・G・ロビンソン／徳間書店）
○ごはんですよ （なかしましほ／文藝春秋）
○みんなのおやつ ちいさなレシピ
　（なかしましほ／東京糸井重里事務所）

～ 返却していない本がありましたら、
　　次の方のために早く返却しましょう!! ～

『
読
み
聞
か
せ
』
は

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
想
像
力
を
養
い
ま
す

　

子
ど
も
は
、
文
章
を
読
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
絵
を
追
っ
て
い
く
と
想
像

力
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。
ま
た
、
絵
本
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
学
ぶ
こ
と

で
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
想
像
力
が
豊
か
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
が
あ
り
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

12/28

4

11

18

25

12/29

5

12

19

26

12/30

6

13

20

27

12/31

7

14

21

28

1

8

15

22

29

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

避難訓練（浅保）

避難訓練（山保）

３歳児健診（保セ）
にこにこ広場
（浅保）

身体測定【年少】
（幼稚園）

始業式
（各小中学校）
休み明けの集会
（山保）

なんでも法律相談
（福セ）
お弁当の日
（幼稚園）
交通指導（浅保）
にこにこお話会
（山保）

カルタ会（山保）
役場窓口延長

交通指導（幼稚園）

誕生会（浅保）なわとび記録会
（里小）

広報発行日

元旦

成人の日

資源 B地区
不燃 A地区

役場窓口延長
資源 A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

　（公民館）図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
 （矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○ つどいの広場
育児相談（保セ）

始業式・午前保育
（幼稚園）
たんぽぽお話会
（浅保）
身体測定（山保）

午前保育（幼稚園）
お弁当の日（浅保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
お誕生教室
（保セ）
避難訓練（幼稚園）

御用始め
新年の集会（浅保）

出初式（役場前通）
成人式
（中央公民館）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８
冬季休業～
１/４（浅保）

医○

医○

　…図書室開放日・本の読み聞かせ　　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター図○ 医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

身体測定（浅保）　浅川南診療所
（浅川町）
☎３６ー３３０２
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

白山比咩神社
元朝詣り
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニ
ック（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　添田医院 
（石川町）
☎２６ー２５３８
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 １月2７日（火）
国民健康保険税　８期
介護保険料　　　８期
町県民税　　　　４期
後期高齢保険料　６期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１６件
０件
２件

1 1月の1 1月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８４９人
３,４３８人
３,４１１人
２,１７７世帯

（－７）
（－９）
（＋２）
（－５）

（１２月１日現在）
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江田由布子 さん（東大畑二区）
▶年齢は?　３０歳
▶出身は?　塙町
▶家族構成は?　夫、長女、長男、父、母
▶趣味は?　ゲーム
▶今 欲しいものは?　自転車
▶楽しかった思い出は?
　蔵王のお釜に行ったこと、
　足利フラワーパークのイルミネーション
▶どんなスポーツが好きですか?
　バドミントン
▶プチ将来は？　海外旅行
▶町の印象は？
　道が迷路
▶何か一言どうぞ
　陽子さんよろしくお願いします！

圓谷恭幸 さん（山白石五区）
▶年齢は?　３２歳
▶出身は?　山白石
▶家族構成は?　自分、両親、祖父母
▶趣味は?　ネットショッピング、遠出
▶今 欲しいものは?
　覇気!覇気!!覇気!!!・・・あとは夢かな？
▶楽しかった思い出は?
　バレー大会で選手宣誓しちゃったこと。
　後にも先にももうないと思います
▶どんなスポーツが好きですか?
　バレーならなんとか形になってきました。
　野球はダメです
▶プチ将来は？
　作り笑いでもいいから、写真に写り映えする
　笑顔を手に入れることです
▶町の印象は？　昔から変わらない町！
▶何か一言どうぞ
　受けてくれてありがとう。
　次もやっちゃんに！
　あとはまかせたよ！

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
江田靖典さん
(東大畑二区)
の予定です次回は

鈴木陽子さん
（本町一区）
の予定です


